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７月の月間改革賞【テーマ：業務もオフィスも意識も変えて、スマートワーク】

スムーズな調査ができる！調査先の傾向一覧を作成しました！

(沼津財務事務所 間税課 課税調査班)

改善前 改善後

管内の事業所を現地調査する際に、以下の課題が

あった。

  調査所要時間が事業所によって異なり、予定して

いた時間内に終えられないことがあった。

  １日に複数の事業所に行く際に、スケジュールの

組み方に苦労した。

  事業所の担当者との日程調整等に時間を要して

いた。

  事業所の地図や庁舎からの所要時間、事業所側

の担当者の予定、前回の調査時の注意点等を一

覧にまとめることで、日程調整や現地調査に係

る時間を短縮し、業務の効率化へつなげた。

本事例は、事業所のデータベース化とGoogle

マップの活用を組み合わせることで、業務時間

（事前・調査時）が大幅に削減できた好事例で

す。調査の困難度の数値化（所要時間）や特記

事項の設置の工夫が素晴らしいです。それによ

り、事業所の傾向を一目で確認でき、課全体で

共有できることから、今後、調査業務の更なる

効率化、他業務への波及が期待されます。

静岡県立大学 准教授 木村 綾 様



７月の月間改革賞【テーマ：業務もオフィスも意識も変えて、スマートワーク】

夜間休日等の精神保健通報待機における働き方改革

(熱海健康福祉センター 福祉課 福祉班)

改善前 改善後

  夜間や休日の待機を行った翌日も通常どおり出

勤する必要がある。

  通報があった場合、本人・家族・警察の聞取り調

査、病院の調整・移送等の長時間の対応に加え、

対応後も継続して朝まで待機が発生する。

  休日は 24時間同一の職員が対応し、複数事案

を受け持つこともある。

  テレワークルールを課内で作成し、在宅勤務等し

やすい環境づくりをすることで、通報待機翌日の

通勤等の負担を減らせるようにした。

  他の保健所と連携し、待機業務のスケジュールの

見直し（保健所ごとに連続で割り当てられた日程

を２つの保健所で交互になるように調整）や、一

組当たりの待機時間を短くし交代制にするなど、

職員の負担を軽減した。

スマートワークでは柔軟な働き方ができる一方

で、それを支えるルール作りが課題です。本事例

では、負担感の配慮など帰属意識を高めつつ、

「参加」が促進され、オンコール待機以外にも活用

という「継続」がなされています。

正にいわゆる「やっかいな問題」を解くプロセ

スが体現されている好事例と言えます。

静岡大学 教授 牛塲 智 様
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